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人のうごき（11月30日現在）

総人口

　9，746人　男 4,682人／女 5,064人
前月比

　‐ 15人　　　　　男 ‐８／女 ‐７
　○出生　　 １人 　○死亡　　12人
　○転入　　 ９人 　○転出　　13人

総世帯数

　４，380世帯　　前月比　‐９

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月の表紙は、10マイル女
子５㌔折り返し地点付近の１
枚。晴天にも恵まれ、多くの
観客でにぎわった50回記念
大会で日本新記録が誕生しま
した。新記録が樹立される瞬
間を目の前で観覧できる本大
会。これから先も多くの皆さ
んに愛され、応援していただ
ける大会にしていきたいです
ね。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）
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新年のごあいさつ

甲佐町長

甲
か い

斐 高
こお し

士

甲佐町議会議長

宮
みやもと

本 修
しゅうじ

治

甲佐町教育長

蔵
くら た

田 勇
ゆう じ

治

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
生
涯
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
芸

術
・
文
化
の
振
興
等
の
本
町
教
育
行
政
に
暖
か
い
御
理
解
と
御

支
援
、
御
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
は
本
町
内
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
並
び
に
創
造
的

復
興
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
が
「
主
体
的
、
対
話
的
で
深

い
学
び
」
に
よ
り
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
飛
躍
的
普
及
が
進
み
、
私
た
ち
の
生
活
の
中

に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
新
し
い
知
見
や
情
報
デ
ー

タ
を
取
り
込
み
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
に
よ
り
進
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の

進
化
と
生
活
へ
の
浸
透
は
人
の
学
び
を
凌
駕
し
、
人
に
変
わ
っ

て
未
来
社
会
に
そ
の
存
在
を
広
げ
、
一
部
の
仕
事
な
ど
人
の
営

み
を
人
か
ら
奪
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
に

し
か
で
き
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
は
未
来
に
夢
を
持
ち
、

そ
の
夢
を
互
い
に
語
り
合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
甲
佐
町
の

子
供
た
ち
は
未
来
に
大
き
な
夢
を
抱
き
、
夢
を
語
り
合
い
な
が

ら
夢
の
実
現
の
た
め
に
大
い
に
学
び
、
元
気
に
育
っ
て
甲
佐
の

未
来
を
担
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
平
安
で
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
願
う
と
共
に
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
甲
佐
町
の
未
来
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
甲
佐
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
梅
雨
時
期
に
お
い
て
は
ま
と
ま
っ
た

雨
は
降
ら
ず
、
梅
雨
明
け
後
、
８
月
11
日
未
明
に
発
生
し

た
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
本
町
に
お
い

て
は
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
に
お
い
て
も
、
豪
雨
・
竜
巻
・

山
火
事
な
ど
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
思
わ
れ
る
予
測
不
能

な
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
す
る
迅
速

な
対
応
は
も
と
よ
り
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
経
済
対
策
な

ど
の
様
々
な
課
題
に
対
し
、
的
確
な
対
応
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
で
幸

せ
な
日
々
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
本
年
も
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多

き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
素
か
ら
の
町
政
全
般
に
わ
た
る
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
８
月
の
豪
雨
で
は
、
町
内
各
所
で
甚
大
な
浸
水

や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
が
不
安
と

困
難
に
直
面
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
深
く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
改
め
て
防
災
・
減
災
対
策
を

見
直
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、
町

民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
強

化
を
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援
・
産
業
振
興

な
ど
、
町
の
未
来
を
支
え
る
施
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
誰
も
が
「
住
み
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
町
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、「
誠

実
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
甲
佐
愛
」
を
信
念
に
、
活
力
と
魅
力

に
あ
ふ
れ
る
甲
佐
町
を
築
い
て
い
く
た
め
、
希
望
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
共
に
、
町
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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▲甲斐町長から勲記を受け取った佐藤逸雄さん（写真右） ▲がんばる高校生表彰を受賞した甲斐浩一郎さん（甲佐高校３年）

　12月２日（火）、地方自治の発展に貢献したとして
旭日単光章を受章した佐藤逸雄さん（上早川三区）に、
甲斐高士町長から勲章と勲記が手渡されました。高齢
者叙勲は、優れた行いのあった方などに対し、88歳
に達した機会にその功績などを内閣総理大臣が表彰す
るもの。佐藤さんは、町議会議員として３期12年に
わたり本町の発展に貢献した功績により表彰されました。

佐藤逸雄さんに旭日単光章
高齢者叙勲（令和７年７月１日付）

輝く明るい未来にエール
「がんばる高校生」甲斐さんが受賞

こうさの 話題

　11月28日（金）、県庁で「令和７年度熊本県がんば
る高校生表彰式」が行われ、甲斐浩一郎さん（甲佐高校
３年・岩下二区）が受賞しました。これは学業やスポー
ツ、文化活動等において他の生徒の模範となる高校生の
功績を讃え表彰し、将来の夢の発見、挑戦、実現を応援
することを目的に県が実施。甲斐さんは、同校生徒会長
や野球部主将などを務めた功績により表彰されました。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　企業版ふるさと納税制度を活用し、本町へ寄附いた
だいた株式会社三浜測量設計社（熊本市・志水共一代
表取締役）と株式会社本田設計コンサルタント（熊本
市・本田吉伸代表取締役）に町から感謝状が贈られま
した。
　企業版ふるさと納税制度は、人口減少や地域経済の
衰退に悩む地方創生を後押しする目的で作られた制度。
本町もこれまでに数多くの企業から寄附をいただき、
地方創生の取り組みに活用させていただいています。
　今回、寄附をいただいた株式会社三浜測量設計社は、
公共施設の設計・点検・公共事業における測量等を主
に行う企業。12月８日（月）に町役場で、甲斐高士
町長から同社の志水副社長に感謝状が手渡されました
（写真上）。
　株式会社本田設計コンサルタントは、熊本県内で設
備設計・建築設計・補償コンサルタント業を主に行う
企業。同日、甲斐町長から本田常務取締役に感謝状が
手渡されました（写真下）。

▲甲斐町長から感謝状を受け取った志水副社長（写真左）

▲甲斐町長から感謝状を受け取った本田常務取締役（写真左）
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▲甲佐中吹奏楽部による演奏に拍手を送る来場者たち

　12月６日（土）、「ろくじ館まつり」が開催されまし
た。毎月６日を「ろくじ館の日」とし、野菜の詰め放題
やくじ引きなどイベントを行っている同館。この日は、
町内外のグルメが並ぶ出店が出展し、多くの来場者でに
ぎわいました。甲佐中吹奏楽部とくまモンのコラボス
テージやもち投げ、ろくじ館セットやお米などの豪華商
品が当たる大抽選会も行われ、盛り上がりを見せました。

「おいしい」がろくじ館に集まる
12月６日（土）「ろくじ館まつり」が開催

こうさの旬な情報を発信！

▲馬にまたがり手綱を引いて操り方などを学ぶ参加者

　11月22日（土）、菊地農業高校で「ジュニア馬術教室」

が開催されました。同教室は、町民への体力づくりの機

会を提供するため、町教育委員会が年間を通じて開催し

ているスポーツ教室の１つ。参加者は、同校教諭の佐藤

力さんの指導のもと、手綱を引き乗馬を体験しました。

参加した緒方凪紗さん（甲佐中１年）は、「馬に乗ったら

結構揺れたけど、楽しかったです」と笑顔で話しました。

馬術の魅力や楽しみ方を体験
ジュニア馬術教室を開催

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　企業版ふるさと納税制度を活用し、本町へ寄附いた
だいた興栄測量設計株式会社（熊本市・山下祐二代表
取締役）と株式会社アイエムプラン（熊本市・緒方潤
代表取締役）に町から感謝状が贈られました。
　企業版ふるさと納税制度は、人口減少や地域経済の
衰退に悩む地方創生を後押しする目的で作られた制度。
本町もこれまでに数多くの企業から寄附をいただき、
地方創生の取り組みに活用させていただいています。
　今回、寄附をいただいた興栄測量設計株式会社は、
道路・河川などの測量・調査・設計などの業務を主に
営む企業。12月10日（水）に町役場で、甲斐高士町
長から山下祐二代表取締役に感謝状が手渡されました
（写真上）。
　株式会社アイエムプランは、熊本県内で道路・河川
などの測量・設計・施工管理などの業務を主に営む企
業。同日、甲斐町長から緒方潤代表取締役に感謝状が
手渡されました（写真下）。

▲甲斐町長から感謝状を受け取った山下祐二代表取締役（写真左）

▲甲斐町長から感謝状を受け取った緒方潤代表取締役（写真左）
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　令和８年１月６日（火）～11日
（日）の期間中、お１人様１回に限
り町フィットネスセンターを無料で
ご利用いただけます。新年のスター
トに、ぜひお気軽にご利用ください。

　また、当
センターで
は常時、健
康運動指導
士または実
践指導者が
勤務してお
ります。気
になる箇所

の運動指導はもちろん、リハビリ目
的でのご利用も可能です。
　さらに、ヨガやストレッチなどの
教室プログラムは午前・午後・夜間
に実施しており、無料開放期間中も
ご参加いただけます。
　皆さまのご利用を心よりお待ちし
ております。
●無料開放期間
　令和８年１月６日（火）～１月
11日（日）
※教室プログラムの内容と実施時間
　帯につきましては、お問い合わせ
　ください。

Health
木村 真澄 さん
( 保健師 )健康だより

寒さに負けないからだでフレイル・転倒を予防しよう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲甲佐町フィットネスセンターで健康づく
りに取り組んでみませんか

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
今年の健康づくり、まずはフィットネスセン
ターの無料利用体験から始めてみませんか？

今月の紹介者

　寒い季節は、身体を動かすことがおっくうになり、
じっとしている時間が多くなりがちです。身体を動か
さない時間が増えると、体力や筋力の低下をまねき転
倒骨折を起こしやすくなってしまいます。
●寒い季節だからこそ「動く力」を付けましょう
　「身体を動かす」ことは、体力や筋力の維持に大き
な効果を発揮します。特に運動は習慣にすることで、
その効果がさらに増していきますが、無理なく楽しく
続けることが何よりも大切です。
●寒い季節の運動の効果とは
　体温を保つ重要なものの1つに、基礎代謝がありま
す。基礎代謝は、安静にしている状態でのエネルギー
代謝量であり、骨格筋量が多い人では基礎代謝が多い
ことがいえます。冬に骨格筋量を増やすための筋力ト
レーニングを行い、エネルギー消費量の高い身体活動
や運動を行うことは、基礎代謝を高めてエネルギーを
消費しやすい身体をつくることに効果的です。
　また、冬は寒さにより末梢の血管が収縮して血流が
低下しやすくなります。血流が低下すると筋肉で消費
されるエネルギーも少なくなるので、運動を行い、血
行を促すことはエネルギーを消費しやすい身体をつく
り、体温を保つことにもつながります。

●寒い季節の運動の注意点
　寒い季節は、寒冷の影響で体温の発散を防ぐために
血管が収縮して血圧が上がりやすくなり、心臓への負
担が大きくなります。暖かい室内から寒い屋外へと移
動した際の血圧の急激な変動によって、脳梗塞や心筋
梗塞等の原因となることがあります。
　また、筋肉は収縮して硬くなりやすく、柔軟性が低
下し、筋肉や靭

じんたい

帯、腱などの損傷も起こしやすくなり
ます。
　寒い季節には気温の変動が少ない屋内での運動を行
うことや、外へ出る時は朝・夜の冷え込む時間は避け、
できるだけ日中の日が射す暖かい時間を選択して、身
体への寒冷刺激の影響を少なくしましょう。
　運動前のストレッチなどの準備運動をしっかり行い、
身体を温めて筋肉の柔軟性を確保することも大切です。
　町総合保健福祉センターには、運動できる施設があ
ります。ぜひ活用いただき、寒い季節でも身体を動か
す習慣をつけ寒さに負けず元気に過ごしましょう。

●お問い合わせ先
　町健康推進課
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号
１月１日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600
１月２日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
１月３日 谷 田 病 院 096-234-1248
１月４日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165
１月11日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
１月18日 谷 田 病 院 096-234-1248
１月25日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

５日（月） 　身体測定（身長・体重）

７日（水） 　七草を探しに行こう

９日（金） 　干支を作ろう

14日（水） 　絵合わせカードを作ろう

16日（金） 　砂場遊び

19日（月） 　お人形遊び

21日（水） 　おやつ作り（要予約）

23日（金） 　園庭遊び

26日（月） 　園庭探検

28日（水） 　トンネル遊び

30日（金） 　鬼のお面作り
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

池上 魁
かい と

人 ちゃん（３歳）
　父・忍 さん　
　母・ 梓花さん　（西寒野区）

　これからもすくすく育ってね♪　　
　大好きだよ♡

　 ４か月児健診

　　１月15日（木）　午前10時

　　２月19日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　１月15日（木）　午前９時30分

　　２月19日（木）　午前９時30分

　 11か月児健診

　　１月15日（木）　午前９時

　　２月19日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　　１月13日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　２月20日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　１月13日（火）　午後１時10分

１月・２月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　１月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

飯田 雫
な る

楼 ちゃん（５か月）
　父・尊 さん　
　母・ 真綺さん　（仁田子区）

　元気にすくすくと育ってね！

月　日 当番薬局 電話番号
１月１日 甲 佐 薬 局 096-234-3876
１月２日 三 恵 薬 局 096-234-3678
１月３日 コ ー セ ー 薬 局 096-234-1491
１月４日 甲 佐 薬 局 096-234-3876
１月11日 三 恵 薬 局 096-234-3678
１月18日 コ ー セ ー 薬 局 096-234-1491
１月25日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

●休日当番薬局

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。
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■
「
一
年
の
行
事
」
特
集
コ
ー
ナ
ー

　

日
本
に
は
、
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
記
念
日
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
意
味
が
あ
り
、
人
々
の
願
い

や
感
謝
、
生
活
の
知
恵
が
あ
り
ま
す
。

　

行
事
の
由
来
や
風
習
を
知
る
こ
と
で
、

よ
り
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

図
書
室
で
は
年
中
行
事
に
関
す
る
児
童

書
や
絵
本
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
紹

介
し
て
い
ま
す
。
大
人
が
読
ん
で
も
興
味

深
く
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
一
年
の
初
め
に
、
ぜ
ひ
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

１
月
８
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
図
書
室
内
）

兄・秀吉の名補佐役として、豊臣政権を
支え続けた羽柴（豊臣）秀長。最新研究
と豊富な史料をもとに、信長・秀吉時代
のもう一人の立役者の、知られざる実像
を描き出す。今年の大河ドラマ「豊臣兄
弟！」時代考証者の最新刊です。

結婚直後の妊娠と夫の転勤。その頃から
夫は別人のように冷たくなった。そして
今、自宅マンションの浴室で夫が倒れて
いる。私が殺したのだ…。伊坂幸太郎デ
ビュー 25 周年記念の長編ミステリー。
終盤のサプライズが最高の１冊です。

人気園芸店「フローラ黒田園芸」がおす
すめする草花を、育て方のポイントや栽
培カレンダーとともに 231 種収録した
植物図鑑。定番品種から最近人気の新品
種を美しい写真で掲載。庭づくりや寄せ
植えでの使い方も紹介しています。

婚約者・直樹を亡くした依里。直樹は年
上女性と東北の温泉宿に泊まり、その帰
りにバス事故に遭ったのだ。以来眠れな
くなった依里は、デパートの寝具売り場
で働くことに…。心の痛みにそっと寄り
添ってくれるような読後感です。

彼女たちは性差別や女性嫌悪には怯ま
ず、社会や登山界が作った壁を押し除け、
自分たちの肉体の限界を超えて挑戦し続
けた…。1970 年、世界で初めて、女性
だけの登山隊が北米最高峰マッキンリー
に挑んだ崇高な冒険の物語です。

小説 一般書

梧桐に眠る
澤田 瞳子 著／潮出版社

羽柴秀長 秀吉の天下を支えた弟
　柴 裕之 著／ KADOKAWA

さよならジャバウォック
　伊坂 幸太郎 著／双葉社

宇宙の片すみで眠る方法
　畑野 智美 著／ポプラ社

フローラ黒田園芸の草花図鑑
黒田 健太郎・黒田 和義 著／家の光協会

華氏マイナス三十度
キャシディ・ランドール 著 森田 由香 訳／国書刊行会

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

８世紀の奈良、遣唐使に伴われて唐の長
安からやってきた袁晋卿。孤独な生活を
余儀なくされていた彼は、浮浪児たちと
出会い、心を通わせていく…。欲望渦巻
く平城京、争いの渦中で、もがき生きる
彼らの姿を丁寧に描いた１冊です。

  

図
書
室

行
こ
う
へ

▲「一年の行事」特集コーナーで新し
い年の始まりを感じてみませんか
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■
令
和
７
年
度
「
甲
佐
町
学
校
人
権
教 

　

育
部
会
授
業
研
究
会
」
を
開
催

　

11
月
5
日
（
水
）
に
甲
佐
中
１
年
生
と
甲

佐
小
３
年
生
、
11
月
18
日
（
火
）
に
乙
女
小

６
年
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
「
甲
佐
町
学

校
人
権
教
育
部
会
授
業
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
人
権
教
育
に
係
る
授
業
研

究
会
を
通
し
て
、
教
職
員
の
基
本
的
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
各
学
校
間
の
連
携
を
深

め
、
町
内
に
お
け
る
人
権
教
育
の
充
実
と
発

展
に
資
す
る
た
め
に
本
研
究
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
部
落
差
別

（
同
和
問
題
）
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い

を
認
め
合
う
心
を
育
て
る
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

乙
女
小
で
は
、「
ひ
と
り
の
友
だ
ち
」
を

教
材
に
し
て
授
業
を
実
施
。「
げ
ん
こ
つ
太

鼓
」
で
活
動
す
る
直
樹
さ
ん
が
小
学
３
年
生

の
時
、
同
級
生
の
伸
二
さ
ん
の
部
落
差
別
発

言
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
も
、
解
放
子

ど
も
会
の
な
か
ま
と
共
に
話
し
合
い
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伸
二
さ
ん
か
ら

の
発
言
の
背
景
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
、

伸
二
さ
ん
の
た
め
に
共
に
行
動
す
る
と
い
う

教
材
で
す
。
こ
の
授
業
で
子
ど
も
た
ち
は
、

間
違
っ
た
行
動
に
気
付
く
こ
と
、
気
付
い
た

ら
な
か
ま
と
一
緒
に
動
く
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
先
生
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
が

積
極
的
に
発
言
で
き
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。
な
ぜ
、
直
樹
た
ち
が
粘
り
強
く
話

を
し
て
い
っ
た
か
、
多
様
な
面
か
ら
考
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
自
分
を
見

つ
め
て
い
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

▲「ひとりの友だち」を教材に人権につ
いて学ぶ乙女小６年生の児童たち

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

自
ら
気
付
き
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　糸田区の『大綱引き』は、「350年の伝統がある」と、
言われています。本来は、２月で旧暦の１月15日の満
月の夜に「十五夜の綱引き」として行われていましたが、
近年は直近の日曜日の午後に行われています。
　由来は２つあるようで、１つ目は「緑川の洪水によ
る堤防決壊を防ぐために大繩を準備していた」、２つ目
は「旧糸田村の上・下の２組に分かれて綱引きを行い
豊作祈願を行った…」と言われています。
　大綱作りは消防団が中心となり全家庭が参加し、住
民の連帯、そして老若男女の交流の場ともなっています。
大綱には引綱が編み込まれます。引綱は３本の小縄を
一束にして、５㍍ほどの長さに三つ編みにしたものを
20本ほど編みます。大綱は小縄20本を一束にして３束
を三つ編みで編んでいき、途中に引綱を編み込んでい
きます。出来上がった綱は、外周45㌢㍍、長さ50㍍の
大綱になります。いよいよ綱引きになると、区民が居
住地の上・下二組に分かれ、３回引き合って勝敗を決

めます。綱引き後は、とぐろ巻きに積み上げ、お神酒
をあげ参加者全員で担ぎ、氏神様である植木阿蘇神社
へ向かいます。神社へ着いたら、「マイタマイタ」の掛
け声をかけながら社殿の周りを３周し、神殿の床下に
奉納・保管され、緑川の洪水に備えます（現在では実
際に使われることはありません）。奉納された大繩は、
２年分を保管し、古い大綱はお焚き上げされ新旧交代
にて保管されます。
　本町に残る数少な
い伝統行事『糸田の
大綱引き』。末永く
続けて欲しいと思い
ます。行事の様子を
収めたDVDの鑑賞
を希望される方は、
町社会教育課までご
連絡ください。

糸田の大綱引き文化財探訪

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）

～第131回～
町文化財保護委員　北里 義友（津志田区）

◀
糸
田
区
の
伝
統
行
事
「
大
綱
引
き
」
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12
月
５
日
（
金
）、
長
距
離
走
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

男
子
は
高
校
か
ら
白
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

折
り
返
し
と
す
る
10
㌔
、
女
子
は
甲
佐
大

橋
と
国
道
４
４
３
号
線
の
交
差
点
手
前
を

折
り
返
し
と
す
る
７
㌔
の
コ
ー
ス
に
、
全

校
生
徒
97
名
が
挑
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
れ
間
も
見
え
る
気
持
ち
の
よ

い
天
気
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
走
り
切

り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、
育
友

会
の
皆
様
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
給
水

所
が
設
置
さ
れ
、
激
励
の
声
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
完
走
後
に
は
パ
ン
と
お
茶
の

差
し
入
れ
も
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
達

成
感
と
と
も
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
、

温
か
い
ご
声
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
車
両
か
ら

も
多
く
の
方
が
手
を
振
っ
て
応
援
し
て
く

だ
さ
り
、
生
徒
た
ち
の
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
５
月
の
体
育
大
会
か
ら
続
く

赤
団
・
青
団
の
得
点
対
決
の
第
４
回
目
で
、

今
回
が
最
終
種
目
と
な
り
ま
す
。
勝
利
す

る
団
の
発
表
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
生
徒
た

ち
は
最
後
ま
で
全
力
で
取
り
組
み
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

持
久
力
と
運
動
技
能
を
高
め
る

長
距
離
走
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲長距離走大会の高校前スタートの様子（写真上）、
汗を流す生徒に声援を送る沿道の住民の方（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 34   県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

■「
は
じ
め
て
で
も
使
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
」

　

活
用
入
門
講
座

　

調
べ
物
を
効
率
化
し
た
り
、
文
章
・

資
料
を
サ
ッ
と
作
成
し
た
り
、
ア
イ
デ

ア
出
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ

の
活
用
を
、
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
体

験
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

令
和
８
年
１
月
28
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
４
時

▼
会
場

　

起
業
等
応
援
施
設「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」

サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

▼
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す

▼
必
要
な
も
の

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（W

i-Fi

に
接
続

で
き
る
も
の
）、
グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
参
加
費

　

無
料

▼
参
加
申
し
込
み

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
町
民
向
け
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
講
座

　

町
民
を
対
象
に
し
た
、全
4
回
の
「
Ａ

Ｉ
活
用
と
ノ
ー
コ
ー
ド
で
つ
く
る
ア
プ

リ
制
作
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」

の
入
居
企
業
で
あ
るSystem

Ｓ
さ
ん
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
事
例
、
専
門
知
識
が

な
く
て
も
ア
プ
リ
制
作
な
ど
が
で
き
る

方
法
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

最
終
回
で
は
、
自
分
の
仕
事
や
生
活

で
活
か
す
た
め
の
実
践
計
画
づ
く
り
に

も
挑
戦
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
学
び
、
今

後
の
働
き
方
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
た

い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

令
和
８
年
２
月
６
日
（
金
）
か
ら
毎

週
金
曜
日
（
午
前
10
時
〜
正
午
）
全
４
回

▼
参
加
申
し
込
み

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
起
業
等
応
援
施
設「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」

　

み
ら
い
株
式
会
社

　
☎
０
９
６
９
‐
２
４
‐
８
７
７
５

生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
学
ん
で

自
分
の
仕
事
や
生
活
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

Town Development
甲佐のまちづくり
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日 月 火 水 木 金 土
12/28

 年末年始閉庁日
 （1/4まで）

12/29 12/30 12/31 １

 元旦

２ ３

 

４

 

５

 

６

 

７ ８

 消費生活相談
 （町福祉課）

９

 

10

 

11

 二十歳の成人式
 （町社会教育課）

12

 

13
 １歳６か月児・
 ３歳児健診
 （町健康推進課）

 法律・人権・行政相談
 （町福祉課）

 ふるさと応援チ
 ケット使用期限
 （町地域振興課）

14
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

15
 消費生活相談
 （町福祉課）
 4か月・7か月・
11か月児健診
 （町健康推進課）
行政区配布
 （町総務課）

16
 

17

18

 人権教育講演会・
ミニコンサート
 （町社会教育課）

19

 心配ごと相談
 （町福祉課）

20

 

21

 認知症について
 の相談会と家族
 のつどい
 （町福祉課）

22

 消費生活相談
 （町福祉課）

23

 

24

 

25

 

26 27 28

 口座振替
 （町税務課）

29

 消費生活相談
 （町福祉課）

30

 夜間窓口
 （町税務課）

31

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R8.1 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認ください。
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町からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
は
健
康
を
守
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
備
え
る
制
度
で
す
。

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
は
、
本
人
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
を
除
き
、

残
り
を
国
保
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

組
み
の
お
か
げ
で
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担

す
る
だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

●
国
保
税
は
こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
ま
す

・
診
察
や
治
療
、
薬
や
注
射
な
ど
の
処
置
、

入
院
お
よ
び
看
護
な
ど
の
医
療
費
の
一
部

・
入
院
中
の
食
事
代
の
一
部

・
出
産
育
児
一
時
金

・
葬
祭
費

●
資
格
の
届
け
出
は
お
忘
れ
な
く

　

国
保
税
は
加
入
の
届
け
出
日
か
ら
で
は
な

く
、
国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
月
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
の
届
け
出
が

遅
れ
る
と
、
加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
保
を

や
め
る
時
は
、
や
め
る
月
の
前
月
ま
で
の
月

割
り
で
計
算
し
国
保
税
を
納
め
ま
す
。
国
保

を
や
め
る
届
け
出
を
し
な
い
と
、
保
険
料
と

国
保
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
、
高
額
医
療
費
の

限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
い
っ
た
ん
医
療
費
を
10
割
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
「
特
別
療
養
費
制
度
」
の
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

● 

国
保
税
の
納
付
は
便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
が
お
す
す
め
で
す

　

国
保
税
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
世
帯
内
の
国
保
被

保
険
者
す
べ
て
が
65
歳
以
上
の
人
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
指
定
の

金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
便

利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

● 

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
確
定
申
告
で

使
用
で
き
ま
す

　

２
月
13
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る
確
定
申
告

に
、
国
保
か
ら
送
付
し
て
い
る
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
が
使
用
で
き
ま
す
。「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
保
管
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　令和６年度における、御船甲佐クリーンセンターへのごみ搬入量は、合計で7,278㌧でした。
　前年度と比べて209㌧の減少となりました。ごみ搬入量の品目別の内訳については、表１「ごみ搬
入量」のとおりです。
　表２「資源物搬出量」に記載している品目については、御船甲佐クリーンセンター内で中間処理し、
資源物回収業者に売却または再資源化を委託しています。資源ごみ売却に伴う収益は、10,675千円
でした。この収益につきましては、御船甲佐クリーンセンターの運営資金に充てられています。

令和６年度御船甲佐クリーンセンターごみ処理実績

※上記数量は甲佐町と御船町の合算です。

品目  排出量（㌧） 品目  排出量（㌧） 品目  排出量（㌧）

空き缶 40 段ボール 91.4 牛乳パック 2.4

新聞紙 63 雑誌 47.7 古着 24

紙製容器包装 12.3 小型家電 7.4 廃食油 5.2

粗大金属 153 ペットボトル 51.04 乾電池 5

空きびん 127 蛍光管 1.3 食品トレイ 2.3

種別   排出量（㌧）

可燃ごみ 6,162

資源ごみ 538

粗大ごみ 167

直接持ち込み 411

計 7,278

　【お問い合わせ先】
・御船甲佐クリーンセンター　☎096-282-0688
・町環境衛生課（町水道管理センター内）　☎096-234-1169

表１ ごみ搬入量 表２ 資源物排出量 ※網掛けは売却品目
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　町では、令和８年度登録の甲佐ブランド「こうさんもん」新規認定申請品を募集します。
　「甲佐ブランド『こうさんもん』認定制度」は、本町の豊かな自然の中で育った農作物や加工品など
の魅力ある商品を町のブランド品として認定し、町や甲佐町商工会などが応援することで本町の活性化
を目指すものです。
●認定基準
①本町らしさを表現している商品であること（名称やデザインなど本町を表現するもので、イメージ
アップにつながる商品や、主原料または一部に本町産のものを使用していること）
②商品に独自性・優位性があること（ほかの産地や類似商品と比較して、商品の特性に独自のこだわり
があること）
③安全性・生産性・販売体制・認定後の意欲が整っていること
●申請者の条件（申請者は次の①～③のいずれかの条件を満たすものとします）
①個人の場合　町内在住かつ町内に生産もしくは製造拠点が存在すること
②法人の場合　町内に生産もしくは製造拠点が存在すること
③その他、町長が認めたもの
●申請期限　令和８年１月30日（金）午後５時
●認定審査会　令和８年２月（予定）
※詳細は、町地域振興課にお尋ねください。

I n f o r m a t i o n

【申請・お問い合わせ先】
町地域振興課　☎096-234-1154

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

●
国
民
年
金
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
障
が
い
を
負
っ
た

と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
の
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

　

具
体
的
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人

が
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
老
後
や
病
気
・
け
が
な
ど
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
３
種
類

　

国
民
年
金
に
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３

つ
の
被
保
険
者
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
や
自
営
業
の
人
な
ど
が
加
入
す
る
第

１
号
被
保
険
者
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
が

加
入
す
る
第
２
号
被
保
険
者
、
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
加
入
す

る
第
３
号
被
保
険
者
の
３
種
類
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や
納
付
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
第
１
号
被
保
険
者
は
住
民
生

活
課
へ
、
第
２
号
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者

は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま

た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
の
人
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
ま
た
は
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

● 

保
険
料
は
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
や
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
必
ず
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
町
住
民
生
活
課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

令和８年度甲佐ブランド「こうさんもん」新規認定申請品を募集します
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お
知
ら
せ

税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
会
は

熊
本
東
税
務
署
で
行
い
ま
す

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
、
今
年
も
確
定
申

告
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
会
場
の
駐
車
場

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
相
談
期
間

　

令
和
８
年
２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月
16

日
（
月
）

※
３
月
１
日（
日
）に
限
り
、休
日
も
開
設
。

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
、
整
理
券
が
必
要

　

で
す
。
整
理
券
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
事

　

前
予
約
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
お
す
す

　

め
で
す
。
会
場
で
の
当
日
整
理
券
は
、

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

　

熊
本
東
税
務
署
１
階
事
務
室

　
（
熊
本
市
東
区
東
町
３
丁
目
２
番
53
号
）

▼
事
前
申
告
相
談
会

　

確
定
申
告
期
間
中
の
来
場
者
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
熊
本
東
税
務
署
で
申
告
事

前
作
成
会
（
事
前
予
約
制
）
が
行
わ
れ
ま

す
。

▼
事
前
申
告
相
談
期
間

　

令
和
８
年
２
月
５
日
（
木
）
〜
２
月
13

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼
ス
マ
ホ
で
申
告
が
で
き
ま
す

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
所
得
税
の
確
定

申
告
が
で
き
、
大
変
便
利
で
お
す
す
め
で

す
。

　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

２
月
13
日
（
金
）
か
ら
町
の

申

告

相

談

を

開

始

　

町
で
は
、
令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）

か
ら
町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
収
入
額
を
確
認
で
き
る
も
の

　

給
与
収
入
や
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、

　

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
調
書
を
ご
準

　

備
く
だ
さ
い
。
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、

　

収
支
内
訳
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
所
得
控
除
額
を
確
認
で
き
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後

　

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明
や
、

　

国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地

　

震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
な
ど

・
そ
の
ほ
か
各
種
控
除
な
ど
に
必
要
な
書

　

類
▼
申
告
期
間

　

令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）
〜
３
月
13

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

●
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
へ

　

令
和
７
年
８
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、

申
告
期
間
中
は
例
年
よ
り
も
大
変
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、
熊
本
東
税

務
署
に
て
雑
損
控
除
計
算
書
作
成
を
行
っ

た
う
え
で
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

事
前
に
熊
本
東
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
所
得
状
況
、
地
震
保
険
の
保
険

　

金
を
受
領
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
金
額
な

　

ど
に
よ
っ
て
雑
損
控
除
の
申
告
が
必
要

　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
、

　

町
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
５
）

・
熊
本
東
税
務
署

　

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

　

法
人
や
個
人
で
、
工
場
・
商
店
・
農
業

な
ど
の
経
営
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
業

で
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け

て
い
る
人
が
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
す

る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
を

償
却
資
産
と
い
い
、
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

令
和
８
年
１
月
１
日
（
木
）
現
在
で
償

却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に

資
産
の
種
類
・
取
得
価
格
な
ど
を
記
載
し

た
申
告
書
を
町
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光

発
電
設
備
も
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
本
年
度
の
提
出
期
限

　

令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）

　

詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
２
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（11月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差し押さえ件数 ８件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 193,139円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
11月 年累計

人身事故 ０ 12

物損事故 １１ 179

盗難など ０ ７

11月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数
11月 年累計

家 屋 ０ ０

原 野 ０ ３

そ の 他 ０ ０

合計件数 ０ ３
12月15日現在

fire prevention

緑川改修事業の促進について要望活動を行いました

　10月27日（月）、本町を貫流する一級河川・緑川
をはじめとする緑川水系の治水対策などの事業や管
理を行う国土交通省に対して、緑川改修期成会（甲
斐高士会長）が、令和７年８月に発生した水害によ
る、緑川の堆積土砂や流木の撤去や堤防の整備など
の河川整備促進について要望活動を行いました。
　甲斐会長は「令和７年８月の水害につきましては、
貴省をはじめ関係機関の迅速かつ的確なご支援をい
ただき、感謝申し上げます。今後も激甚化する水災

害に対し、緑川水系の防災・減災・国土強靭化のた
めの対策は重要です。地域の皆様の生命・財産を守
り、安全・安心な地域づくりのために、早期整備の
促進をお願いいたします」と述べ、金子恭之国土交
通大臣に要望書を手渡しました。

▶緑川改修期成会の主な要望内容（本町関連）
①令和７年８月豪雨被害により堆積した土砂や流木
　の除去
②船津地区防災ステーション整備および築堤事業の
　推進
③国、県および沿川市町が連携して検討する緑川の
　特性を踏まえたハード・ソフト対策の着実な推進
④緑川におけるかわまちづくり支援制度の継続的な
　推進と沿川自治体が実施する事業への協力支援
⑤内水対策に伴う排水機場および排水ポンプの整備
　の協力支援
⑥熊本甲佐総合運動公園の災害復旧および浸水対策
　への支援

▲金子国土交通大臣に要望書を手渡す甲斐緑川改
　修期成会会長（写真中央）
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町
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

・
一
般
事
務
（
高
卒
程
度
）
２
人
程
度

・
土
木
（
高
卒
程
度
）
１
人
程
度

・
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）
２
人
程
度

・
学
芸
員
（
資
格
免
許
職
）
１
人
程
度

▼
申
し
込
み
受
付
期
限

　

令
和
８
年
１
月
８
日
（
木
）
午
後
５
時

▼
試
験
日

　

令
和
８
年
１
月
25
日
（
日
）

※
詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

　

い
た
だ
く
か
、
町
総
務
課
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

寒
波
に
よ
り
最
低
気
温
が
０
度
を
下
回

る
と
水
道
管
が
凍
結
し
、
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
屋
外

の
露
出
し
た
水
道
管
や
蛇
口
に
は
、
布
や

保
温
材
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

凍
っ
た
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ

さ
い
。
熱
湯
を
か
け
た
り
無
理
な
力
を
加

え
る
と
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
（
止

水
栓
）
を
閉
め
て
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
る
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
５
５

　

こ
れ
ま
で
、
町
内
医
療
機
関
で
日
曜
日

と
年
末
年
始
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
休
日

当
番
医
が
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
変
更
内
容

・
令
和
８
年
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

　

町
内
の
医
療
機
関
の
う
ち
、
１
か
所
が

休
日
当
番
医
と
し
て
開
院

・
令
和
８
年
４
月
５
日
（
日
）
か
ら

　

上
益
城
郡
内
５
町
の
医
療
機
関
の
う

ち
、
３
か
所
が
休
日
当
番
医
と
し
て
開
院

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で
日
曜
日
お

よ
び
年
末
年
始
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機

関
が
無
い
こ
と
が
発
生
し
ま
す
。

　

在
宅
当
番
医
に
つ
い
て
は
、
町
広
報

紙
、
熊
本
日
日
新
聞
（
新
聞
当
番
医
掲
載

一
覧
）、
上
益
城
郡
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

例
年
３
月
に
開
催
し
て
い
る
「
緑
川
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
令
和
７
年
８
月
に
発
生
し

た
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
で
の
人
的
被
害
や

浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
た
め
で
す
。
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆

様
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
考
え

た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
判
断
に
至
り
ま
し

た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事
す
る
人

が
加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
、
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、
い
つ
で

も
見
直
し
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

20
〜
59
歳
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
ま
た
は
60
〜
64
歳
の
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
人

▼
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

人
や
、
申
告
者
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
要
件
を
満
た
す

人
は
、
保
険
料
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

令

和

８

年

度

開

始

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」

　　

令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
」
は
、
全
世
代
や
企

業
の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
金
を
拠
出
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
よ
り
子
育
て
世
帯
を
社
会
全

くらしの情報

町
職
員
を
追
加
募
集
し
ま
す

「
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

中

止

の

お

知

ら

せ

お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

令
和
８
年
４
月
か
ら

休
日
当
番
医
が
変
わ
り
ま
す
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体
で
応
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
拠
出
さ
れ
た
支
援
金
は
、
少
子
化
対
策
を

促
進
す
る
た
め
に
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
妊

婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
育
児
時
短
就
業
給

付
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

支
援
金
制
度
の
必
要
性
や
意
義
、
概
要

に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

▼
開
始
時
期

　

支
援
金
は
令
和
８
年
４
月
分
か
ら
皆
さ

ん
が
加
入
す
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
健
康
保

険
）
の
保
険
料
（
税
）
と
合
わ
せ
て
、
ご

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
時
期
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
令
和
８
年
度
か
ら

導
入
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
の
利
用

期
限
は
、令
和
８
年
１
月
13
日（
火
）で
す
。

　

利
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
必
ず

期
限
内
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で
は
、
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
宇
城
募
集
案
内
所

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
限

　

令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

▼
一
次
試
験
日

　

令
和
８
年
１
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

▼
二
次
試
験
日

　

令
和
８
年
２
月
12
日
（
木
）
〜
15
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

　

ま
た
、
自
衛
官
候
補
生
も
年
間
を
通
じ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
城
募
集
案
内
所

　

☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

県
で
は
、
県
知
事
と
市
町
村
長
と
で
地

域
の
未
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
地
域
未
来

創
造
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
木
村
県
知
事
と
上
益
城
郡

５
町
長
が
、
上
益
城
地
域
の
広
域
的
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

令
和
８
年
２
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
受
付
は
９
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場

　

嘉
島
町
民
会
館
・
ホ
ー
ル

▼
基
調
講
演

・
演
題

　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
起
点
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
」

・
講
師

　

一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
代
表
理
事　

石
原
英
明
氏

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

木
村
県
知
事

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

御
船
町
長
、
嘉
島
町
長
、
益
城
町
長
、

甲
佐
町
長
、
山
都
町
長

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

石
原
英
明
氏

▼
定
員

　

１
０
０
名
（
先
着
順
・
発
言
不
可
）

▼
参
加
費

　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
３
０
４
４

く
ら
し
安
全

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　　　

１
月
10
日
は
、「
１
１
０
番
の
日
」
で

す
。

　

１
１
０
番
通
報
す
る
際
は
、「
何
が

あ
っ
た
の
か
（
事
件
か
事
故
か
）」、「
い

つ
」、「
ど
こ
で
」、「
犯
人
の
人
相
、
着
衣
、

逃
走
方
向
、
車
の
特
徴
」、「
被
害
の
状
況
、

被
害
品
」、「
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
」
な
ど
を
落
ち
着
い
て
係
員
に
お

話
し
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
場
合
は
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て
か

ら
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
（
車
な
ど
の

運
転
を
し
な
が
ら
の
通
話
は
で
き
ま
せ

ん
）。
ま
た
通
報
場
所
の
市
町
村
名
と
目

標
物
な
ど
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

通
話
終
了
後
は
、
１
１
０
番
セ
ン
タ
ー

か
ら
不
明
な
点
を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
電
源
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
最
後
に
非
通
知
の
人
は
、

電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
の

利
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

「
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
が

テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

へ
た
く
そ
ー

　

こ
ん
く
ら
い
な
ら
私
で
ん 

広
田
み
ど
り

 

へ
た
く
そ
ー

　

い
さ
ぎ
ー
ボ
デ
ー
へ
こ
ん
ど
る 

志
垣　
　

光

へ
た
く
そ
ー

　

上
手
な
と
こ
ろ
捜
さ
な
ん 

平
井
や
よ
い

へ
た
く
そ
ー

　

釘
の
一
ッ
も
打
て
ん
の
か 

光
永　
　

六

へ
た
く
そ
ー

　

エ
ラ
ー
ば
か
り
の
四
番
打
者 

井
元
あ
ざ
み

へ
た
く
そ
ー

　

ヘ
ソ
ク
リ
置
場
い
つ
も
バ
レ 

日
高　

美
里

へ
た
く
そ
ー

　

何
て
書
い
た
か
読
ま
れ
ん
と 

上
田　

梅
清

へ
た
く
そ
ー

　

上
手
な
嘘
で
褒
め
と
か
し 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

赤
星
延
子 

選

街
路
樹
は
秋
の
色
に
染
ま
り
ゆ
き

冬
を
待
た
ず
に
は
ら
は
ら
散
り
ぬ 

内
田
乃
武
子

観
客
の
心
を
打
ち
し
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
顔
は
光
り
輝
く 

緒
方　

明
美

正
月
が
来
た
な
ら
一
つ
歳
を
と
る

祖
母
の
時
代
の
な
ら
い
懐
し 
岡
部　

律
子

若
人
が
胸
躍
ら
せ
て
集
い
来
る

今
年
も
甲
佐
一
〇
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

池
田
キ
ヨ
子

こ
の
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ゆ
き
て

歳
を
重
ね
る
新
し
い
年 

吉
永
由
紀
子

遅
咲
き
の
百
日
紅
見
ゆ
縁
側
に

二
人
座
り
て
眺
め
た
日
々
よ 

赤
星　

延
子

literary work
うたごよみ　～睦月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
① ボウルに薄力粉・片栗粉・砂糖を入
れ、泡立て器でよく混ぜ合わせます。

② ①に分量の水を加えて、ダマが出来
ないようしっかり混ぜていきます。

③ レンジ対応の容器をサッと水にくぐ
らせます。ここに②の生地を半分ほど
流し入れます。

④ ふんわりラップをして２分半～３分、
レンジで加熱します。

⑤ ④の生地の上に黒豆をのせて広げ、
残りの生地を流し入れ、ラップしてさ
らにレンジで３分加熱します。

⑥ ⑤が完全に冷めたら、食べやすい大
きさに切り分けます。

黒豆で作る「ういろう」

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
は
午
年
。
馬
は
古
く

か
ら
人
と
と
も
に
歩
み
、
力
強
く
前

へ
進
む
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
、
物

事
が
勢
い
良
く
進
み
、
努
力
が
実
を

結
び
や
す
い
年
と
も
言
わ
れ
る
そ
う

で
す
。
努
力
を
重
ね
て
身
を
結
ぶ
と

言
え
ば
、
今
年
度
の
10
マ
イ
ル
大
会

は
、
50
回
を
積
み
重
ね
た
記
念
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
５
㌔
の
部
で
は
日
本
記
録
も

更
新
さ
れ
、
競
技
者
の
努
力
が
実
っ

た
瞬
間
に
も
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
、

い
ろ
ん
な
人
の
い
ろ
ん
な
表
情
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
紙
を
通
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
表
情
や
思
い
、
町
の
今
を

丁
寧
に
届
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
み
）

　いよいよ年が明け、新しい年がスタートしました。今年も元気いっぱい過ご
すために、規則正しい食生活を心がけていきましょう。
　さて、丹精込めて作った黒豆が残っていませんか。途中火入れをすると多少
日持ちしても、味が濃くなるばかり。そんな時は、目先を変えてみませんか。
黒豆には、神経細胞を正常に保つために欠かせない栄養がたくさん入っていま
す。また、生活習慣病を予防する効果も期待できますよ。

【材料】
黒豆  ……………  1/2カップまで
薄力粉  ………………… 大さじ６
片栗粉  ………………  大さじ2.5
砂糖  ……………………  大さじ６
水  ………………………… 200cc

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひとの動き
11月11日（火）～12月10日（水）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・西澤　　治様　　沖縄県
・柴野　一磨様　　新潟県
・田島　隆一様　　埼玉県
・田中　　智様　　千葉県
・吉澤　政幸様　　神奈川県
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

住　所 氏　名
夫 津志田 上村　　空
妻 津志田 岡本　　愛

ほか２組　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 年齢 世帯主
豊　内 西山　利治 86 利　治
府　領 舛田　清一 75 清　一
吉　田 下坂さなえ 68 さなえ
田　口 山口　和俊 83 由美子
府　領 長野紀久子 89 和　代
上早川 白石　智博 82 久　子
　　　　　　　　　　　　　ほか４人

　　　　　今月の出生児　１件

［
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本
年
で
第
50
回
を
迎
え
た
「
熊

本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
」。
世
界
陸
上
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
、
全
日
本
実

業
団
駅
伝
や
箱
根
駅
伝
に
名
を
連

ね
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
集

う
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
て
い
る
本
大
会
の
歩
み
を

語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
人
物
が
、

本
田
和
登
さ
ん
（
中
横
田
区
）。

　

本
田
さ
ん
は
、
町
職
員
だ
っ
た

こ
ろ
の
第
６
回
大
会
か
ら
本
大
会

の
運
営
に
携
わ
り
、
退
職
後
も
選

手
勧
誘
や
大
会
運
営
な
ど
、
支
え

続
け
て
い
る
存
在
。「
本
田
さ
ん

な
く
し
て
、
こ
の
大
会
は
続
い
て

い
な
か
っ
た
」
と
関
係
者
が
口
を

そ
ろ
え
る
ほ
ど
、
そ
の
貢
献
は
計

り
知
れ
な
い
。
本
田
さ
ん
は
、「
今

で
こ
そ
全
国
か
ら
選
手
が
集
ま
り

ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
」
と
笑

顔
で
大
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

　

大
会
の
前
身
は
、
昭
和
27
年
か

ら
昭
和
50
年
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

た
「
甲
佐
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」。
交

通
事
情
の
変
化
に
よ
り
一
度
は
継

続
が
難
し
く
な
っ
た
が
、
昭
和
51

年
に
「
10
マ
イ
ル
甲
佐
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
と
し
て
現
在
の
コ
ー
ス
に

近
い
形
で
再
出
発
し
た
。
そ
の
時

か
ら
本
田
さ
ん
は
、「
全
国
レ
ベ

ル
の
大
会
に
し
な
け
れ
ば
、
甲
佐

町
の
名
も
大
会
も
残
ら
な
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
が
、
第
８
回

大
会
か
ら
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟

公
認
コ
ー
ス
の
取
得
。「
名
称
に

あ
え
て
『
熊
本
』
を
入
れ
た
の
は
、

甲
佐
町
の
名
前
を
全
国
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
で
し
た
」
と
話
す
。

　

し
か
し
、
公
認
大
会
と
な
っ
て

も
予
算
は
限
ら
れ
、
実
業
団
と
の

つ
な
が
り
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

た
め
、「
最
初
は
、
各
県
の
陸
協

に
お
願
い
し
て
、
１
〜
２
人
派
遣

し
て
も
ら
う
の
が
精
一
杯
で
し

た
」
と
苦
い
表
情
の
本
田
さ
ん
。

そ
ん
な
中
、
九
州
屈
指
の
強
豪
で

あ
る
旭
化
成
陸
上
競
技
部
に
目
を

向
け
る
が
、
面
識
の
な
い
状
態
で

の
依
頼
は
厳
し
く
、
最
初
は
「
甲

佐
町
は
ど
こ
で
す
か
」
と
一
蹴
さ

れ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
諦
め
な
か
っ
た
本
田
さ

ん
。「
挑
戦
せ
ず
し
て
駄
目
と
思

う
な
」
の
信
条
の
も
と
、
延
岡
へ

何
度
も
足
を
運
び
、
つ
い
に
第
10

回
大
会
で
旭
化
成
か
ら
の
選
手
派

遣
が
実
現
す
る
。
こ
の
こ
と
を
き

っ
か
け
に
「
甲
佐
10
マ
イ
ル
」
の

名
が
世
に
広
ま
り
始
め
、
他
の
実

業
団
チ
ー
ム
も
少
し
ず
つ
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
九
州
各
地
で
開

催
さ
れ
る
大
会
に
足
を
運
び
、
監

督
や
関
係
者
と
顔
を
合
わ
せ
、
地

道
に
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
50
回
を
迎
え
た
今
も

続
い
て
い
る
。「
ま
ず
大
会
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
、
応

え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
こ

と
」。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
全
国

か
ら
選
手
が
集
う
現
在
の
大
会
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
私
の
原
動
力
は
、
熱
意
と
絆

（
き
ず
な
）、
そ
し
て
感
謝
で
す
」

と
語
る
本
田
さ
ん
。
第
50
回
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、「
こ
の

大
会
が
、
世
界
へ
羽
ば
た
く
選
手

た
ち
の
登
竜
門
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔

で
駆
け
る
選
手
た
ち
と
甲
佐
10
マ

イ
ル
の
輝
く
未
来
を
見
据
え
る
。

大
会
の
歩
み
を
支
え
続
け
て

第
50
回
の
開
催
へ
導
い
た
情
熱

Kosa
Style
こうさ スタイル

オリンピックに出場するような
トップ選手からも「熊本のおじ
いちゃん」と親しみを込めて呼
ばれる本田さん。長年にわたり
監督や選手一人ひとりと向き合
い、誠実に信頼関係を築いてき
たからこそ、多くの選手がこの
甲佐の地に集い続けている。

〔中横田区〕
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ま
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